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走
る
や
ま
め
う
ぐ
ひ
の
う
ろ
く
つ
の

美
し
き
春
の
山
ざ
く
ら
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

『
託
る
ε
と
市
場
』
も

　
　
　
地
域
浩
牲
化

　
更
郷
町
ふ
る
さ
と
而
場
開
設
ク
ル
ー
プ

で
は
、
笛
週
日
擢
日
と
祝
祭
日
の
朝
7
時

半
か
ら
午
後
3
時
ま
で
＼
牧
水
公
園
内
に

あ
る
ふ
る
さ
と
市
場
で
地
場
産
品
の
販
売

を
し
て
い
ま
す
。

　
2
月
1
／
日
（
日
）
は
．
ち
ょ
う
ど
牧
水
ロ

ー
ド
レ
ー
ス
大
会
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
選
手
や
関
係
者
な
ど
も
混
じ
り
大

勢
の
買
物
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

響
／

‘
一

人口5，539人（＋19＞

　男　2，639人（＋9）

　女2，900人（÷10）

世帯数L7m戸（＋5）

　平成8年2月1日現在
　　　（　）は対前月比

＠　　　「町報とうこう」は再生紙を使用しています



　　　　　　蠣どうご’り②③鞘8ご’う

，
●

，
●早春を駆ける牧水の里

一1叱ノーえ総藻窮761冨豫
2月11日（日）～

～
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今
年
で
十
六
回
目
を
迎
え
た
牧
水
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
、

早
春
の
坪
谷
路
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
町
内
外
か
ら
約
四
五

〇
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
コ
ー
ス
を
一
部
変
更
し
、
昨
年
開
通
し
た
楠
黒
髭
・

岩
神
橋
を
折
り
返
す
コ
ー
ス
で
行
な
わ
れ
、
参
加
し
た
ラ
ン
ナ

ー
の
中
に
は
、
　
「
肌
寒
い
一
日
で
し
た
が
、
来
年
も
ぜ
ひ
参
加

し
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臓

博
（
寺
迫
）
1
8
分
3
0
秒

　
＝
般
女
子
楠
森
橋
コ
ー
ス
2
・
5

キ
ロ
2
9
歳
以
下
】

一
位
　
海
野
美
穂
（
日
向
市
）
9
分
2
2

秒
、
二
位
　
川
崎
由
美
子
（
延
岡
市
）

12

ｪ
4
1
秒

【一

ﾊ
女
子
楠
森
橋
コ
ー
ス
2
・
5

キ
ロ
3
9
歳
以
下
】

一
位
　
小
川
豊
子
（
延
岡
市
）
1
3
分
2
6

秒【一

ﾊ
女
子
楠
森
橋
コ
ー
ス
2
・
5

キ
ロ
4
9
歳
以
下
】

一
位
　
塩
月
英
子
（
福
江
）
1
2
分
4
4
秒

【一

ﾊ
女
子
楠
森
橋
コ
ー
ス
2
・
5
キ

ロ
6
0
歳
以
上
】

】
位
　
福
田
ヨ
シ
子
（
小
林
市
）
1
1
分

55

b
、
二
位
　
黒
木
チ
エ
子
（
日
向

市
）
1
2
分
1
7
秒

【一

ﾊ
女
子
岩
神
橋
コ
ー
ス
4
・
8

キ
ロ
4
9
歳
以
下
】

一
位
　
太
鼓
房
江
（
え
び
の
市
）
2
3
分

26

b
【一

ﾊ
女
子
岩
神
橋
コ
ー
ス
4
・
8

キ
ロ
5
0
歳
以
上
】

一
位
　
黒
木
絹
子
（
鶴
野
内
）
2
0
分
3
6

秒
、
二
位
　
川
崎
サ
ダ
子
（
延
岡
市
）

26

ｪ
2
3
秒
、
三
位
　
秋
吉
登
美
（
日

向
市
）
3
4
分
4
8
秒

【一

ﾊ
男
子
岩
神
橋
コ
ー
ス
4
・
8

キ
ロ
2
9
歳
以
下
】

】
位
　
海
野
達
也
（
日
向
市
）
1
6
分
3
8

秒
、
二
位
　
川
口
雅
和
（
西
郷
村
）
1
8

分
5
8
秒
、
三
位
　
木
村
圭
生
（
南
郷

村
）
2
2
分
2
2
秒

　
＝
般
男
子
岩
神
橋
コ
ー
ス
4
・
8

キ
ロ
3
9
歳
以
下
】

】
位
　
甲
田
伊
直
（
西
郷
村
）
1
6
分
2
0

秒
、
二
位
　
田
中
和
広
（
南
郷
村
）
1
6

分
3
6
秒
、
三
位
　
黒
木
一
臣
（
日
向

市
）
1
7
分
2
9
秒

＝
般
男
子
岩
神
橋
コ
ー
ス
4
・
8

キ
ロ
4
9
歳
以
下
】

一
位
　
安
藤
和
行
（
門
川
町
）
1
6
分
0

秒
、
二
位
　
志
水
幸
一
（
小
林
市
）
1
6

分
4
0
秒
、
三
位
　
志
田
積
（
延
岡
市
）

17

ｪ
1
2
秒

＝
般
男
子
岩
神
橋
コ
ー
ス
4
・
8

キ
ロ
5
9
歳
以
下
】

一
位
　
斉
藤
和
洋
（
小
林
市
）
1
6
分
4
6

秒
、
二
位
　
永
友
｝
郎
（
木
城
町
）
1
7

分
2
6
秒
、
三
位
　
永
友
勢
昭
（
延
岡

市
）
1
7
分
3
9
秒

【一

ﾊ
男
子
岩
神
橋
コ
ー
ス
4
・
8

キ
ロ
6
9
歳
以
下
】

一
位
　
栗
須
信
利
（
野
尿
町
）
1
7
分
5
0

秒
、
二
位
　
河
野
泰
廣
（
日
向
市
）
2
0

分
5
2
秒

＝
般
男
子
岩
神
橋
コ
ー
ス
4
・
8

キ
ロ
7
0
歳
以
上
】

一
位
　
柞
木
直
吉
（
小
林
市
）
2
7
分
2

秒
、
二
位
　
野
辺
種
雄
（
小
林
市
）
2
7

分
5
0
秒
、
三
位
　
秋
吉
利
（
日
向
市
）

4
碑
ナ
8
少

　
ラ
4
禾
可

3
＝
般
男
子
1
0
キ
ロ
コ
ー
ス
】

一
位
山
本
正
和
（
延
岡
市
）
3
5
分
5
6

秒
、
二
位
　
飛
高
祐
治
（
都
農
町
）
3
6

分
4
8
秒
、
3
位
　
井
伊
史
彦
（
坪
谷
）

38

ｪ
2
3
秒
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③
⑭
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【
フ
ァ
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
】

　
　
　
　
　
　
（
宣
言
タ
イ
ム
走
）

o
個
人
の
部

一
位
　
奈
須
真
彦
（
西
郷
村
）
　
2
秒

差
、
二
位
　
菊
田
公
康
（
西
郷
村
）

3
秒
差
、
三
位
　
奈
須
純
二
（
西
郷

村
）
3
秒
差
。

O
親
子
の
部

一
位
田
原
清
美
・
将
史
（
日
向
市
）

4
秒
差
、
二
位
　
緒
方
慶
文
・
博
文

（
日
向
市
）
　
2
0
秒
差
、
三
位
　
清
水

邦
彦
・
修
平
（
羽
）
　
4
3
秒
差

【
小
学
3
・
4
年
生
楠
森
橋
コ
ー
ス

2
・
5
キ
ロ
女
子
】

一
位
杉
原
詩
織
（
日
向
市
）
1
0
分
3
5

秒
、
二
位
　
畝
原
梢
（
小
野
田
）
1
0
分

57

b
、
三
位
　
柏
田
麻
衣
（
日
向
市
）

11

ｪ
1
7
秒
、
四
位
　
菊
谷
麻
衣
（
越

表
）
1
1
分
1
9
秒
、
五
位
　
海
野
明
（

寺
迫
）
1
1
分
2
2
秒
、
六
位
　
隈
元
尚

美
（
日
向
市
）
1
1
分
2
5
秒

【
小
学
3
・
4
年
生
楠
森
橋
コ
ー
ス

2
。
5
キ
ロ
男
子
】

一
位
　
山
口
浩
介
（
延
岡
市
）
1
0
分
5

秒
、
二
位
　
工
藤
弘
行
（
延
岡
市
）
1
0

分
6
秒
、
三
位
　
椎
葉
洋
介
（
椎
葉

村
）
1
0
分
2
7
秒
・
四
位
那
須
洋
人
（
小

野
田
）
1
0
分
3
1
秒
、
五
位
　
中
島
俊

彦
（
延
岡
市
）
1
0
分
3
8
秒
、
六
位
　
川

崎
浩
二
（
延
岡
市
）
1
0
分
4
6
秒

【
小
学
5
・
6
年
生
楠
森
橋
コ
ー
ス

2
・
5
キ
ロ
女
子
】

一
位
伊
藤
綾
（
日
向
市
）
9
分
4
6
秒

二
位
　
大
月
美
香
（
日
向
市
）
1
0
分
7

秒
、
三
位
　
三
浦
裕
美
（
日
向
市
）
1
0

分
1
2
秒
、
四
位
黒
木
加
奈
子
（
日
向

市
）
1
0
分
1
6
秒
、
五
位
　
甲
斐
江
利

子
（
日
向
市
）
1
0
分
1
6
秒
、
六
位
　
林

夏
美
（
日
向
市
）
1
0
分
2
2
秒

【
小
学
5
・
6
年
生
還
森
橋
コ
ー
ス

2
。
5
キ
ロ
男
子
】

一
位
　
畝
原
潤
（
小
野
田
）
9
分
1
1
秒

二
位
、
馬
場
登
志
久
（
日
向
市
）
9
分

19

b
、
三
位
　
長
池
寿
明
（
日
向
市
）

9
分
2
8
秒
、
四
位
　
茂
谷
龍
太
（
日
向

市
）
9
分
3
1
秒
、
五
位
坂
本
仁
（
日

向
市
）
9
分
3
4
秒
、
六
位
　
服
部
光

男
（
日
向
市
）
9
分
3
6
秒

【
中
学
生
楠
一
橋
コ
ー
ス
2
・
5
キ

ロ
女
子
】

一
位
　
井
ノ
ロ
裕
美
（
日
向
市
）
9
分

52

b
、
二
位
　
長
友
香
（
南
郷
村
）
1
0

分
1
0
秒
、
三
位
　
長
渡
和
也
（
日
向

市
）
1
0
分
4
5
秒
、
四
位
　
井
伊
加
陽

子
（
坪
谷
）
1
0
分
5
7
秒
、
五
位
　
佐
藤

清
香
（
日
向
市
）
1
0
分
5
8
秒
、
六
位

矢
野
淑
枝
（
坪
谷
）
1
0
分
5
9
秒

【
中
学
生
岩
神
橋
コ
ー
ス
4
・
8
キ

ロ
男
子
】

一
位
　
岩
下
宏
（
坪
谷
）
1
7
分
3
3
秒
、

二
位
　
甲
斐
健
太
郎
（
日
向
市
）
1
7
分

45

b
、
三
位
　
寺
原
圭
一
郎
（
羽
坂
）

17

ｪ
5
4
秒
、
四
位
　
鶴
田
大
介
（
鶴

野
内
）
1
8
分
1
4
秒
、
五
位
　
水
野
歩

（
仲
深
）
1
8
分
2
4
秒
、
六
位
　
黒
木
隆

密
も
う
す
ぐ
　
　
＊
　
曲
轟
＊
　
争

＊
＊
ピ
ッ
カ
ピ
ッ
カ
一
年
生
へ
．

　
平
成
8
年
度
の
町
内
の
小
学
校
新
入
学
児
童
は
5
0
名
で
、
こ
れ
は
昨

年
と
比
較
す
る
と
5
名
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
東
郷
小
学
校
（
2
5
名
）

　
　
椎
葉
悠
平
（
三
頭
）
、
本
多
有
戸
（

　
講
始
）
、
鶴
田
真
理
へ
干
年
）
、
三
浦
光

　
一
朗
（
一
兀
生
）
、
　
菊
池
建
人
（
輔
弘
）
、

　
谷
口
司
（
博
）
、
甲
斐
一
成
（
福
徳
）
、

　
　
山
本
大
介
（
建
男
）
、
高
舘
沙
織
（
保
）

　
山
口
大
貴
（
智
）
、
山
本
幸
恵
（
和
利
）

　
　
鈴
木
章
太
（
敏
彦
）
、
川
原
卓
也
（
洋

　　信
）
、
橋
口
裕
矢
2
郎
）
、
原
田
康

　
章
（
憲
二
）
、
芋
田
美
紀
（
孝
）
、
都
甲

…
　
大
喜
（
真
＝
、
海
野
仁
美
（
修
一
）
、

　　黒
木
彰
子
（
福
三
）
、
黒
木
優
（
訓
）
、

　
畝
原
渚
（
昭
彦
）
、
池
田
真
菜
美
（
信

　
幸
）
、
黒
木
靖
史
F
（
重
夫
）
、
高
見
慎
吾

　
（
武
弘
）
、
海
野
真
之
介
（
敏
）

　
　
三
瀬
小
学
校
（
5
名
）

　
　
椎
葉
香
へ
光
男
）
、
中
村
は
る
み
（

　
輝
行
）
、
直
野
拓
馬
（
達
也
）
、
長
渡

　
和
幸
（
幸
人
）
、
谷
口
ま
ど
か
（
繁
幸
）

　
坪
谷
小
学
校
（
9
名
）

　
　
三
浦
翼
（
勝
）
、
三
浦
由
実
（
正
利
）
、

　
酒
井
智
充
（
孝
司
）
、
海
野
静
香
（
覚
）

　
三
浦
亜
友
美
（
公
幸
）
、
三
浦
旧
規
（

　
聖
治
）
、
稲
田
美
和
（
富
男
）
、
黒
田
博

　
史
（
敏
彦
）
、
海
野
智
春
〔
洋
文
）

寺
台
小
学
校
（
2
2
名
）

〈
東
郷
町
＞
－
o
名

　
黒
木
墨
香
へ
純
男
）
、
黒
木
雄
太
（

達
也
）
、
黒
木
彩
（
幸
」
）
、
田
代
啓
（

義
富
）
、
黒
木
信
吾
（
和
彦
）
、
黒
木

周
平
（
正
芳
）
、
黒
木
亮
佑
（
正
芳
）
、

高
瀬
大
宗
（
久
光
）
、
岩
切
雅
子
（
繁

尚
）
、
橋
口
秀
和
（
良
一
）

〈
日
向
市
V
1
2
名

　
石
田
ゆ
い
（
香
代
子
）
、
黒
木
広
大

（
豊
）
、
黒
木
倫
麻
（
勇
人
）
、
橋
口
真

吾
へ
重
夫
）
、
河
野
多
恵
（
建
二
）
、
黒

木
圭
子
（
久
信
）
、
橋
口
武
瑠
（
保
彦
）

橋
口
大
地
（
二
郎
）
、
石
田
菜
実
（
栄

蔵
）
、
河
野
大
治
郎
（
吉
治
）
、
河
埜
由

衣
〔
浩
一
）
、
黒
木
美
咲
（
博
）

　
　
　
　
　
　
　
2
月
1
5
日
現
在

　
美
々
津
小
学
校
田
ノ
原
分
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
！
名
）

黒
木
史
子
（
さ
つ
き
）

　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
、
δ

　
　
　
　
（
・
，　，●，ρ　　●

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉



州
　
意
欲
あ
る
農
業
経
営
者
を
応
援
し
ま
す

●
《
ノ

ご8鞘
　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者

の
不
足
な
ど
農
業
の
担
い
手
の
確
保

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
中
で
、
農
林

水
産
省
で
は
、
農
業
経
営
の
中
心
的

な
従
事
者
が
、
農
業
以
外
の
産
業
と

変
わ
ら
な
い
年
間
労
働
時
間
で
、
そ

の
地
域
の
農
業
以
外
の
産
業
へ
の
従

事
者
と
そ
ん
色
の
な
い
生
涯
所
得
を

実
現
で
き
る
経
営
感
覚
に
優
れ
た
農

業
経
営
体
を
育
て
る
た
め
、
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
を
施
行
し
ま
し

た
。

〈
認
定
農
業
者
制
度
〉

　
そ
の
中
の
農
業
経
営
改
善
計
画
の

認
定
制
度
は
、
法
律
に
基
づ
い
て

市
町
村
基
本
構
想
の
中
に
示
し
た

経
営
感
覚
の
優
れ
た
農
業
経
営
体

を
目
指
し
て
自
分
の
農
業
経
営
を

改
善
し
よ
う
と
す
る
農
業
者
が
、
経

営
改
善
の
た
め
の
計
画
書
を
作
成

し
、
市
町
村
の
認
定
を
受
け
る
も
の

で
す
．

　
認
定
の
対
象
と
な
る
経
営
の
種
類

は
、
大
規
模
な
土
地
利
用
型
農
業
者

だ
け
で
な
く
、
施
設
野
菜
な
ど
の
よ

う
に
面
積
は
小
さ
く
て
も
高
い
所
得

を
実
現
で
き
る
集
約
型
の
農
業
経
営

や
、
い
く
つ
か
の
作
物
を
組
み
合
わ

せ
た
複
合
経
営
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
経

営
が
認
定
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
認
定
を
受
け
た
農
業
者

に
は
、
そ
の
計
画
が
十
分
達
成
さ
れ

る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
の
内

容
に
応
じ
て
農
業
委
員
会
な
ど
に
よ

る
農
用
地
の
あ
っ
せ
ん
、
税
制
上
の

特
例
惜
置
、
農
林
漁
業
金
融
公
庫
な

ど
に
よ
る
低
利
な
融
資
に
つ
い
て
の

配
慮
な
ど
と
い
っ
た
支
援
措
置
が
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
ん
な
計
画
書
を
作
成
す
れ
ば
よ

2

い
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
手
続

き
を
と
れ
ば
よ
い
の
か
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
農
政
課
・
農
業
委
員
会
に
お

訪
ね
く
だ
さ
い
。

呂三選

市
町
村

四
。

支援します1ノ

繰

「
牧
水
の
ま
ち
若
者
交
通

　
安
全
会
」
結
成
さ
れ
る

；
農

家

、　　　》

，引

導
一々罷激画

＿＿ワr

●

65歳以上の方はお早めに〃

平成8年4月1日から離農給付金制度が変わります

支給対象年齢が70才未満から65歳未満に引

き下げられます。
65才以上70才未満で離農給付金制度を利用する予定の人は、平成8

年3月31日までに所有権移転等を行なりよっにしてください，

農業者年金に加入できない農業者がその農地を手離すときは、

次の3つに該当すれば離農給付金が支給されます。

55

’

苔
．

∵
n
6

1．農地の出し手の要件

20才以上、7（材’未満であること

引き続き5年以ヒ農業を行なっているか、または農業に従事

していること，

経営移譲年金の受給資格をもっていないこと

以前に農業者年金の被保険者であった人で最後の被保険者資

格の喪失が任意脱退でないこと（障害による場合を除く）

経営移譲年金の受給資格期間を満たしている65才以上の者の

場合は、適格な後継者がいないために経営移譲ができなかった

者であること

離農する1年前の日に自分名義の農地を30アール以上保有し

ている農業経営者であること、

2．農地の受け手の要件

個入の場合は60才未満の農業者年金加入者

法入は、農地保有合理化法人、農業生産法人、農業協同組合、

農業者年金基金など

3．農地の処分方法の要件

離農する1年前の日に経営している農地のすべて（自留地（注〕

は除⇔について所有権を移転するか、10年選一ヒの貸し付け

をすること

（注）10アール以内の家庭菜園として利用する農地です。

離農給付金の額裏給付金は処分し膿地の面積i二応じて支給されます。

50アール以下 30万円

50アール以上　1ヘクタール未満 70万円

1ヘクタール以上　　　　　　　　　　1 100万円

※問い合わせば、農業委員会まで。

　
　
　
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
「
活
力

　
　
の
あ
る
町
づ
く
り
」
を
目
指
す
た
め
、

　
｛
　
「
牧
水
の
ま
ち
若
者
交
通
安
全
会
」

　
　
が
、
一
月
十
九
日
結
成
さ
れ
、
会
長

　
　
に
海
野
芳
彦
さ
ん
（
血
豆
）
を
選
出
し

　
」
ま
し
た
。
役
員
は
会
長
の
ほ
か
副
会

　
　
長
二
名
、
書
記
二
名
、
各
地
区
の
リ

麟
∵
ダ
±
名
が
票
れ
て
い
ま
す
・

　
・
　
こ
の
会
は
、
若
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の

　
　
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
安
全
運
転

　
叩
　
の
実
践
を
通
じ
て
交
通
事
故
の
防
止

　
　
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
啓
発

　
　
活
動
を
行
な
っ
た
り
、
交
通
安
全
行

　
　
一
等
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
に

　
　
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
会
員
は
町
内
に
居
住
す
る
者
、
ま

　
　
た
は
勤
務
す
る
者
で
三
十
歳
以
下
の

　
　
若
者
で
構
成
す
る
と
し
て
い
ま
す
、

　
　
　
本
町
の
昨
年
一
年
間
の
交
通
事
故

　
　
第
一
当
時
者
居
住
市
町
村
の
番
付
で

　
　
は
、
ワ
ー
ス
ト
の
部
の
上
位
に
入
っ

　
　
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
交
通

　
　
事
故
は
個
人
的
に
も
社
会
的
に
も
大

　
　
き
な
損
失
で
す
。
若
者
の
み
な
さ
ん

　
　
是
非
「
牧
水
の
ま
ち
若
者
交
通
安
全

　
　
会
」
に
加
入
し
て
、
　
「
交
通
事
故
ゼ

　
　
ロ
」
の
町
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
，

　
　
　
主
な
薄
闇
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
会
長
　
海
野
芳
彦
（
越
表
）
、
副
会
長

　
　
佐
藤
喜
一
郎
（
迫
野
内
）
、
海
野
志
津

　
　
代
（
寺
迫
）

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係㊥2111㈹まで〉
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熱讃
　　　　　　　　　　　　　　　　イースター（復活祭）

　エルサレムで生まれユダヤ人の母を持つキリストは救いの神として現れました。ローマ人によって迫害を受け苦

しめられていたユダヤ人達に、苦しみを切り抜けるための教えを説き、多くのユダヤ人より慕われ崇められるキリ

ストにローマ人達は脅威やうとましさを感じていました．

　そしてある夜、キリストが使徒たちと夕食をとっている時、ローマ軍がキリストを捕まえにやってきました。使

徒たちは誰がキリストなのか教えませんでしたが、報酬に目がくらんだ1人目ジューダスはキリストにキスをする

という合図でローマ軍に知らせました。これが有名な『最後の晩餐」です．

　捕えられたキリストは十字架に張りつけられ亡くなってしまいました。その亡くなった日は聖金曜日と呼ばれて

います。そして、キリストが死ぬ前に予言した通り、3日後の日曜日に、キリストは大変な苦しみを切り抜けて、

復活しました。その後キリストが天使となって昇っていったことから、人が死ぬ時、魂は天使となって永久に生き

続けるという考え方が残っています．

　そのキリストの復活した日をお祝いして、普通は3月21日以降の最初の満月が過ぎた日曜日にイースター（復活

祭）の祭りが行なわれます。．キリスト教徒にとってはイースターは、クリスマスよりも特別な祭りになります．

　カトリック教のなかで、イースターの前6週間はレソトという禁欲をしなくてはいけない期間があります。レソ

ト（禁欲）の期間はキリ冬トを尊敬するためにお祈りをしたり、教会に通いながら断食をする等、様々な自己規制

をするのです。そしてイースター当日を迎えると、6週間続いた禁欲期間も解け、盛大なお祭りの始まりとなりま

す。イースター祭は、時期的に春分に近く、クロッカスやユリが咲き始める頃になるので、春の到来をつげるシン

ボルとなっています。ちなみにこのイースター祭の時期が私が一年のうちで最も好きな季節です．

　　　　　　　　　　　　『演劇サークルのメンバー募集について』

　本町の国際交流員ショナーバーケットさんが演劇サークルをつくって、公演したいと考えています、これは舞台

をイタリアから宮崎に移し、日本人のロミオ、外国人のジュリエットという設定で、2人の結婚をめぐる騒動を描

いたものです。

　ただ今、この公演に出演してみたい方、協力してくれる方を募集しています。我こそは、と思われる方は、3月

15日㈲までに教育委員会のショナーさんまで連絡してください．

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
開
設

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は
、

町
内
外
か
ら
高
齢
者
に
適
し
た
仕
事

を
請
け
て
、
会
員
に
紹
介
し
働
く
場

所
を
提
供
す
る
高
齢
者
に
対
す
る
福

祉
事
業
で
す
。

　
高
齢
化
社
会
が
進
行
す
る
な
か
で
、

そ
の
豊
か
な
経
験
と
優
れ
た
能
力
に

加
え
、
平
均
年
齢
の
伸
長
に
伴
な
う

余
暇
時
間
を
有
効
に
使
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
開
設

さ
れ
た
ら
、
会
員
と
し
て
参
加
し
て

み
た
い
方
、
そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い

て
は
三
月
末
日
ま
で
に
、
役
場
福
祉

生
活
課
か
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お

訪
ね
く
だ
さ
い
。

ラ
董
▼
畜
産
だ
よ
り
▲
金
金

　
一
月
期
仔
牛
セ
リ
市
の
本
町
か
ら

出
荷
分
の
結
果
、
及
び
最
高
額
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

東
臼
杵
郡
市
畜
連
セ
リ
（
東
郷
支
店

管
内
）

　
雌
平
均
　
　
3
6
2
、
0
2
2
円

　
去
勢
平
均
　
4
5
7
、
1
5
6
円

最
高
額

　
雌
部
稲
田
継
男
き
く
こ
号

　
　
　
　
　
4
9
5
、
4
3
0
円

　
去
勢
部
　
岩
田
　
理
　
菊
高
階

　
　
　
　
　
6
0
3
、
5
8
0
号

児
湯
郡
市
畜
連
セ
リ
（
美
々
津
支
店

寺
迫
地
区
）

　
雌
平
均
　
　
4
4
1
、
0
9
7
円

　
去
勢
平
均
　
4
6
3
、
1
5
6
円

最
高
額

　
雌
　
部
　
黒
木
国
寛
　
く
み
蛇
心

　
　
　
　
　
8
6
5
、
2
0
0
円

　
去
勢
部
　
黒
木
国
寛
　
春
男
号

　
　
　
　
　
6
2
3
、
1
5
0
円

　
一
月
期
仔
牛
郡
共
進
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
七
頭
出
品
し

て
お
り
ま
す
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

東
臼
杵
郡
市
品
評
会

▽
内
部
（
仔
牛
）

稲
田
継
男
　
　
き
く
こ
号
　
　
　
壱
等
賞

福
永
マ
ス
ミ
　
さ
く
ら
号
　
　
　
参
等
賞

関
野
安
弘
　
　
つ
ね
ひ
め
9
号
　
　
参
等
賞

▽
去
勢
部
（
仔
牛
）

藤
栄
岩
見
　
岩
福
栄
号
　
　
壱
等
賞

永
田
浩
徳
　
雄
次
郎
8
号
　
壱
等
賞

原
田
憲
二
　
安
晴
号
　
　
　
壱
等
賞

　
団
体
成
績
は
4
位
で
し
た
。

児
湯
郡
市
品
評
会
（
仔
牛
）

▽
雌
部
（
仔
牛
）

黒
木
国
寛
　
く
み
謝
号
　
　
優
等
賞

　
※
町
有
牛
等
の
申
し
込
み
が
あ
る

場
合
は
、
役
場
農
政
課
の
畜
産
担
当

者
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
、

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係㊥2111（14）まで〉
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　　　　　防災の日

　　　　　　　　～福瀬小学校～
　1月17日吹）

　阪神・淡路大震災から1年を迎え、国では1月17日を

一防災とボランティアの日一とし、広く国民に防災の意識

の高揚を図ることとしました＝

　その行事の一環として、福瀬小学校では、町消防団長

山陰駐在所々長を招いて、ボランティア活動や防災の大

切さを伝えるための授業が行なわれました．

　児童たちは、校長先生や消防団長の話を熱心に聞い
ていました．

■＝【．－一一コ【nn夏－r【r【皿］［■＝■＝K一【

　　　　第38回東臼杵郡青年団駅伝大会

　：　1月21日旧）　　～今年は5位～

　　　第38回東臼杵郡青年駅伝大会が牧水公園～西郷村ニューホ
　ニーフ．センターの全長30．6kmで開催されました，今年は本町か

　・　ら青年団チーム、陸上自衛隊チーム、東郷町オープンチーム

　：　の3チームが参加して健脚を競いました＝レースはまず、本

　・町青年団チームが一区区間賞の走りでト・ブに立ちましたが

　畳その後は激しいデ・ドヒートを展開した末、残念ながら昨年
　二の順位！3位1をヒ回ることは出来ず5位という結果に終わ

　骨　りました，陸ヒ自衛隊チームは12位、東郷オープンチームは
　：全体で3位と健闘しました，

　　　〈区間賞〉本町関係者　1区海野美穂1東郷町青年団1

　　　　　　　　　　　　　7区山田重男1東郷オープンI

X＝】【＝X＝翼コ【】E【コ［■＝＝－互互」【工一【■翼ーコ【】⊂X］＝Xコ【】＝－．■■

X

　

】【－＝r－＝】【】E翼］【－＝■＝】【】＝■＝】【】＝【一】【夏

】【】［】［■＝－］【－－＝】□【＝【コ【】［＝＝■］【

　　　　　第18回東郷町婦人祭

　　　　　　　　　　　　～500名の参加～　　　　：
　1月28日旧）

　一生きがいと活力ある地域づくりを果たす婦人の役害1Lを研骨
究主題に第18回東郷町婦人祭が町総合文化センターを会場に　：

開催されました，当日はまず、各地区を代表して、小野田の　．

橋口伸子さん、越表の田中美津江さん、寺迫の矯口洋子さん　二

の3人が、婦人会活動等について意見発表をした後、本町の　・

国際交流員のショナーバーケ・トさんと同じく北方町で国際’

交流貝を務めるジーナジョージさんの2人が、一
O国人から　：

見た日本一と題し講演を行ないました一午後は各地区ごとに　’

芸能発表が行なわれ、会場に訪れた約500名の婦人会員や観

客から終始さかんな拍手が送られていました．

】□【】［■コ【］［】【】［】＝－⊃【．】【コ【］［－．■】【】一－－＝】「】「一＝＝＝

第3回東郷町ミニバレーボール大会

　2月4日旧）　　　　　　～和気あいあいと～

　平成7年度第3回東郷町ミニバレーボール大会が、町内か
ら13チーム、65名の選手参加のもと町中央公民館で開催され

ました、3パート総当たりの予選リーグのあと、パート優勝
チームによる決勝トーナメントで順位を競いましたが、各チ

ームとも日頃練習しているとあって、手に汗握るラリーがあ
ちこちで展開されていたようです。結果は次のとおりです．

　優勝寺迫Aチーム
　準優勝　寺迫クィーンズチーム
　　3　位　すずめAチーム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　癬纂

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係㊥2111〔14）まで〉
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μ
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㌧

亀
う

ど　　　三三

　　　　　バのへ愚るεと攣．

　　　東郷町田

＿わ瀞
濃懸、

贈

隆
利
さ
ん
（
4
6
歳
）

o
出
身
地

　
　
小
野
田
　
大
谷

。
生
年
月
日

　
　
昭
和
二
十
四
年
六
月
九
日

O
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
　
山
田
　
進
さ
ん
（
父
）

o
現
在
の
住
所

　
　
日
向
市
財
光
寺

　
㈲
隆
正
電
気
工
業
の
代
表
取
締
役

社
長
と
し
て
ご
活
躍
の
山
田
さ
ん
。

　
家
族
は
奥
さ
ん
と
子
供
三
人
（
長

女
…
諸
塚
の
臨
時
教
員
・
二
女
…
広

島
大
学
・
三
女
…
高
校
生
）
で
、
休

み
に
は
好
き
な
ゴ
ル
フ
を
奥
さ
ん
と

楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

★
☆

み
3
さ
と
6
思
い
出
門
な
し
☆
★

東
郷
町
に
生
を
受
け
て
…
…

　
昭
和
2
4
年
、
小
野
田
大
谷
に
兄
弟

双
子
で
生
を
受
け
ま
し
た
。
両
親
の

話
に
よ
る
と
、
長
男
二
男
ど
ち
ら
で

も
よ
か
っ
た
そ
う
だ
が
、
自
分
が
一

応
長
男
と
な
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　
幼
い
頃
の
思
い
出
と
い
え
ば
、
多

少
の
ケ
ガ
は
恐
れ
ず
野
や
山
を
駆
け

め
ぐ
り
、
デ
コ
ボ
コ
の
田
ん
ぼ
の
中

で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
老
け
り
、
れ
ん

げ
畑
を
荒
ら
し
た
り
し
て
は
親
に
よ

く
怒
ら
れ
た
も
の
で
す
。
中
学
高
校

に
な
る
と
、
親
の
手
伝
い
を
よ
く
す

る
よ
う
に
な
り
、
学
校
か
ら
帰
る
と

す
ぐ
カ
バ
ン
を
置
い
て
は
田
畑
へ
向

か
っ
た
も
の
で
す
。
昔
は
椎
茸
、
米

作
り
、
炭
焼
き
、
養
蚕
の
手
伝
い
ま

で
忙
し
い
ば
か
り
の
毎
日
で
し
た
。

　
昭
和
4
3
年
日
向
工
業
高
校
を
卒
業

す
る
と
、
私
達
兄
弟
は
大
阪
の
電
気

イ
ベ
ン
ト
の
数
を
多
く
し
て
は

く
牧
水
公
園
整
備
は
ピ
ー
ア
ー

　
テ
レ
ビ
・
新
聞
等
で
目
に
付
く
の

が
綾
町
の
マ
ラ
ソ
ン
や
南
郷
村
の
百

済
の
里
、
門
川
町
の
産
業
祭
、
諸
塚

村
の
森
林
会
社
設
立
等
で
す
。
東
郷

町
で
も
青
年
団
や
商
工
会
・
行
政
な

ど
が
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
よ

う
で
関
係
各
位
の
方
々
は
何
か
と
大

　
　
　
　
ル
効
果
大
〉

変
な
ご
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
そ
こ
は
東
郷
町
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
、
後
世
ひ
い
て

は
町
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を
信

じ
て
一
層
の
が
ん
ば
り
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
特
に
牧
水
公
園
等
整
備
さ

れ
、
他
の
町
村
に
劣
ら
な
い
程
の
名

会
社
へ
就
職
し
ま
し
た
。
農
家
の
息

子
で
あ
り
な
が
ら
技
術
者
を
目
指
す

と
い
う
こ
と
は
昔
の
人
間
の
考
え
か

ら
す
れ
ば
許
し
難
い
こ
と
だ
っ
た
で

し
ょ
う
が
、
あ
の
時
親
父
の
理
解
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
の
自
分
が
あ
る

の
だ
と
、
親
父
に
感
謝
し
て
い
ま
す
．
．

大
阪
で
過
ご
し
た
1
4
年
は
本
当
に
が

む
し
ゃ
ら
に
働
き
、
昭
和
5
6
年
に
年

老
い
て
ゆ
く
両
親
と
、
小
学
校
入
学

を
目
前
に
控
え
た
自
分
の
子
供
の
事

を
考
え
て
帰
省
し
ま
し
た
。

　
日
向
に
住
み
早
や
1
5
年
に
な
り
ま

す
が
、
仕
事
も
軌
道
に
乗
り
こ
れ
も

偏
に
今
日
ま
で
私
を
支
え
て
く
だ
さ

っ
た
多
く
の
方
々
の
お
陰
だ
と
深
く

感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
我
が
故

郷
東
郷
町
の
益
々
の
発
展
を
願
っ
て

私
の
な
つ
か
し
い
思
い
出
話
を
終
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

所
が
出
来
た
こ
と
の
ピ
ー
ア
ー
ル
効

果
は
非
常
に
大
き
い
も
の
と
思
い
ま

す
。　

私
も
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

東
郷
町
の
た
め
、
何
か
の
お
役
に
立

て
れ
ば
幸
い
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ひ
よ
鳥
の
群
は
こ
の
冬
隣
無
く

庭
の
木
の
実
の
色
づ
き
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

若
松
に
副
え
て
活
け
に
し
千
両
の

眩
し
く
光
る
今
年
の
元
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

海
神
の
遇
う
瀬
の
岬
か
切
り
立
ち
て

人
寄
せ
つ
け
ぬ
馬
ケ
背
の
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
子

初
春
の
風
の
冷
た
さ
薄
野
を

白
く
揺
ら
し
て
通
り
過
ぎ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

日
射
さ
け
裏
木
戸
護
る
南
天
の

赤
き
一
群
実
の
鮮
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

も
の
言
へ
ぬ
脳
卒
の
友
が
み
つ
め
る
る

脳
裏
に
あ
る
も
の
我
は
知
り
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

生
か
さ
れ
て
古
稀
迎
へ
た
り
参
籠
を

終
へ
て
清
し
き
初
日
を
仰
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
下
司

除
夜
の
鐘
今
年
は
母
の
冥
福
を

祈
り
て
撞
け
り
力
を
込
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

蜘
臨　　
　
D

　
　
　
、
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▼題「力太郎」

＼
へ

　　小野田小野田2の

海野仁美ちゃ々6劇
父：海野修一さん

母：　タズ子さん
O好きな食べ物は何ですか？

　ケーキ、野菜

O好きなテレビ番組は何で

　すか？

　セーフームーン

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　ケーキ屋さん

臨
、
’
㎜
、
9

認
、
澗

　　　福瀬ヒ村の

長渡和幸く細5歳）
父：長渡圧入さん

母：　　敬子さん

O好きな食べ物は何ですか？

　ケーキ、お寿司

O好きなテレビ番組は何で

　すか？

　木曜の怪談

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　お寿司屋さん

卿
鳶b　
　
．

多
弁勲鱒

　　▲題「力太郎J

．
Y
．
7
．
Y
・
ヤ
・
ヤ
．
Y
．
Y
．
Y
．
T
．
γ
．
Y
・
7
・
Y
・
Y
・
γ
・
Y
・
7
・
T
・
Y
・
γ
・
γ
・
Y
・
Y
・
γ
・
Y
・
Y
・
ヤ
・
7
・
7
・
γ
・
γ
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
γ
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
7
・
γ

峨
4

駈蹟一「新有権者意見発表大会」

　　　に出場
　］月19日置斜に延岡市の総

合文化センターで、平成8

年東臼杵支会新有権者意見

発表大会が行なわれました．

本町からは、今年成人式を

迎えたばかりの菊池大輔君

／鶴野内）が町の新成人者を

代表して出場しました。

　菊池君は「20歳になって」

と題して、新有権者として

自覚したいこど等、現在の

胸のうちを約6分間にわた

って終始堂々とした態度で

発表をし、会場に訪れた観

客からさかんな拍手が送ら

れていました。

圏
画
回
回
凶
O

地
域
安
全
は
日
頃
の
心
掛
け
か
ら

凸“

ﾟ騒碧
町民総ぐるみによる

地域安全活動の推進

　
水
や
空
気
は
、
私
た
ち
に
無
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
す
が
、
日
頃
そ

ん
な
に
大
切
さ
を
感
じ
て
生
活
し
て

い
る
人
は
、
い
な
い
と
思
い
ま
す
．
、

　
昨
年
は
、
干
ば
つ
で
水
の
大
切
さ

が
大
き
く
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
．
．
我
が
東
郷
町
は
、

自
然
が
育
ん
だ
美
々
川
が
流
れ
て
い

て
本
当
に
有
り
難
い
と
思
い
ま
す
．
．

　
さ
グ
、
、
世
界
一
住
み
良
い
日
本
も
、

サ
リ
ン
事
件
や
凶
悪
な
殺
人
事
件
が

連
日
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ
、
一
方

で
は
国
民
皆
免
許
時
代
の
中
で
道
路

は
、
何
処
も
自
動
車
で
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
．
、
こ
の
よ
う
な
生
活
環
境
の
中

で
、
自
分
た
ち
を
守
る
自
分
た
ち
で

っ
く
る
地
域
安
全
が
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
．
盗
難
事
件
・
交
通
事
故
・

災
害
・
少
年
問
題
は
ど
れ
も
、
皆
で

協
力
し
あ
い
連
帯
の
き
ず
な
を
深
め

る
こ
と
で
解
決
の
光
が
見
え
て
来
ま

す
、
．▽

ド
ア
ロ
ッ
ク
運
動
推
進
↓
外
出
の

際
は
必
ず
カ
ギ
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

車
か
ら
離
れ
る
時
は
ド
ア
に
カ
ギ
を

掛
け
ま
し
ょ
う
．
、

▽
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
↓
自
動
車
学

校
で
習
っ
た
事
を
今
一
度
思
い
出
し

て
見
ま
し
ょ
う
．
．

▽
少
年
に
対
す
る
積
極
的
な
声
掛
け

の
励
行
↓
こ
れ
か
ら
我
が
町
を
、
背

負
っ
て
行
く
子
供
達
の
非
行
に
は
、

進
ん
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
住
み
良
い
、
明
る
く
希
望
に
満
ち

た
・
活
力
の
あ
る
町
は
、
地
域
安
全

を
人
ご
と
で
な
い
自
分
の
問
題
と
考

え
る
人
々
が
増
え
て
い
く
事
か
ら
つ

く
ら
れ
る
の
で
す
．
、

　
2
月
は
飲
酒
運
転
絶
滅
月
間
で
し

た
が
、
2
月
4
日
現
在
で
2
件
2
名

が
検
挙
さ
れ
ま
し
た
。

　
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
・
乗
る
な
ら
飲

む
な
を
守
り
ま
し
ょ
う
．

町内の交通事故発生

2月4日現在

地区名 件数

福　瀬 2件

小野田 2件

鶴野内 3件

下三ケ 1件

合計 8f牛
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所
得
税
の
申
告
と
納
税

　
　
　
　
三
月
十
五
日
ま
で

　
平
成
七
年
分
の
所
得
税
の
申
告
と

納
税
は
も
う
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

期
限
は
ど
ち
ら
も
三
月
十
五
日
と
な

　
　
　
　
　
　
っ
て
い
ま
す
が
、
期

　
　
　
　
　
限
間
近
に
な
り
ま
す

　
　
　
　
　
と
税
務
署
は
大
変
混

　
　
　
　
　
尊
し
、
長
い
時
間
お

　
　
　
　
　
待
ち
い
た
だ
く
よ
う

　
　
　
　
　
な
こ
と
に
な
り
か
ね

　
　
　
　
　
ま
せ
ん
の
で
、
確
定

　
　
　
　
　
申
告
は
早
め
に
お
済

　
　
　
　
　
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
で
、
確
定

　
　
　
　
　
申
告
を
し
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
な
ら
な
い
人
が
、
期

　
　
　
　
　
限
ま
で
に
申
告
を
し

　
　
　
　
　
な
か
っ
た
り
、
申
告

　
　
　
　
　
し
た
税
金
が
過
少
だ

　
　
　
　
　
　
つ
た
よ
う
な
場
合
に

　
　
　
　
　
は
、
後
で
不
足
の
税

　
　
　
　
　
金
を
納
め
る
だ
け
で

　
　
　
　
　
な
く
、
加
算
税
や
延

滞
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
申
告
の
こ
と
で
お
分
か
り
に
な
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
近

く
の
税
務
署
や
税
務
相
談
室
に
お
気

軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先
は
下
記
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

消
費
税
の
申
告
と
納
税

　
　
　
　
正
し
く
お
早
め
に

　
個
人
事
業
者
の
平
成
7
年
分
消
費

税
の
申
告
と
納
税
は
、
平
成
8
年
4

月
1
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
消
費
税
の
申
告
も
所
得
税
の
申
告

と
同
様
、
期
限
間
近
に
な
る
と
税
務

署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
目

に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
消
費
税
確
定
申
告
書
に
は

簡
易
課
税
用
と
一
年
忌
の
二
種
類
が

あ
り
ま
す
。

①
簡
易
課
税
用

　
平
成
5
年
中
の
課
税
売
上
高
が
、

四
億
円
以
下
の
課
税
事
業
者
で
、
「
消

費
税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」

を
提
出
し
て
い
る
方
が
使
用
し
ま
す
。

②
一
般
用

　
平
成
5
年
中
の
課
税
売
上
高
が
四

億
円
を
超
え
る
課
税
事
業
者
又
は
簡

易
課
税
制
度
を
選
択
し
な
い
事
業
者

が
使
用
し
ま
す
。

　
消
費
税
に
つ
い
て
お
分
か
り
に
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
税

務
署
（
個
人
課
税
担
当
者
）
へ
．
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

（土
j
日
は
、
す
べ
て
閉
庁
日
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
）

問
い
合
わ
せ
先

◎
延
岡
税
務
署
（
T
E
L
O
9
8
2

1
3
2
1
3
3
0
1
）

◎
宮
崎
税
務
相
談
室

（
T
E
L
O
9
8
5
1
2
4
1
9
3
8
0
） 縁

Q
繋
⑤

脚
図
髄
圏
鯛
圏
嗣
鯛
脚
日
脚
脚
聾
”
鍵
N
鱒
鯉
随
鯉
随
圏
図
㈹
圏
開
一
圓
圏
一
髄
圏
胴
ー
ー
嗣
鯉
齢
饗
獅
μ
”
鯉
”
圏
一
”
圏
図
闘
図
ー
ー
ー
髄
圏
ー
ー
例
盤
餌
鯉
ー
ー
ー
齢
脚
”
一
”
圏
髄
圏
髄
髄
圏
髄
圏
胸
【
圏
髄
圏
一
闘
胴
凶
髄
鯛
髄
脚
」

Q
会
社
員
と
結
婚
し
て
、
専
業
主

　
婦
と
な
り
ま
し
た
。
国
民
年
金
に

　
は
加
入
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

　
が
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
す
れ

　
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

A
第
3
号
被
保
険
者
と
し
て
の
届

出
が
必
要
で
す
。

　
ご
質
問
の
よ
う
に
、
夫
が
厚
生
年

金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
場
合
、
そ
の
被
扶
養
者
と
な
っ
て

幽

い
る
妻
は
「
第
3
号
被
保
険
者
」
と

な
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
届
出

が
必
要
で
す
。

　
役
場
に
用
意
し
て
あ
る
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
届
出
を
し
な
い

と
国
民
年
金
に
加
入
し
た
こ
と
に
は

な
ら
ず
、
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資

格
を
満
た
せ
な
か
っ
た
り
、
年
金
額

が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
届
出
を
し
て
い
な
い
人

や
届
出
が
遅
れ
た
人
を
救
済
す
る
た

め
、
平
成
7
年
4
月
か
ら
平
成
9
年

3
月
ま
で
の
2
年
間
、
特
例
届
出
を

睡
瞬
鱒
圏
囲
圏
巨
開
圏
●
噛
讐
騰
巨
脚
圏
髄
”
圏
開
圏
i
脚
●
圏
脚
鯉
●
■
製
囲
髄
髄
岡
圏
瞬
圏
騰
睡
出
戸
囲
随
騎
随
鯉
閥
鯉
鱒
圏
図
鱒
圏
図
脚
圏
脚
巨
巨
胴
圏
脚
囲
圏
h
囲
睡
脚
闘
圏
隔
囲
睡
騎
附
三
図
餌
鱒
騎
四
鰭
齢
凶
1
1
鯉
開
髄
”
p
■
圏
図
”
随
図
”
圏
脚
”
圏
図
凶
●
図
凶
圏
図
”
翻
図
h
側
N
槻
”
網
圓
圓

　　

@
表
紙
へ
牧
水
O
一
た
、
の
解
説

認
め
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
間
に
届

出
を
す
れ
ば
、
過
去
の
期
間
に
つ
い

て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を

納
め
た
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
第
3
号
被
保
険
者
と
な
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

る
人
は
、
夫
の
社
会
保
険
等
の
被
扶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呂

養
者
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

が
条
件
と
な
り
ま
す
。
妻
自
身
に
一

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

定
以
上
の
収
入
が
あ
る
場
合
は
夫
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瑞

被
扶
養
者
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
第
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
の
納
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

※
妻
が
会
社
員
で
夫
が
被
扶
養
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
場
合
は
、
夫
と
妻
を
入
れ
か
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎏

　
表
紙
の
う
た
「
瀬
々
走
る
や
ま
め

う
ぐ
ひ
の
う
ろ
く
つ
の
美
し
き
春
の

山
ざ
く
ら
花
」

　
こ
の
歌
は
大
正
十
一
年
（
一
九
二

二
・
三
十
七
歳
）
の
春
の
作
で
す
。

　
牧
水
が
「
私
は
山
桜
の
花
を
好
む

・
す
べ
て
の
花
の
う
ち
、
最
も
こ
れ

を
愛
す
る
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、

牧
水
が
い
か
に
山
桜
を
好
ん
で
い
た

か
と
い
う
こ
と
は
以
前
に
も
述
べ
ま

し
た
。
こ
の
頃
、
牧
水
は
す
で
に
沼

津
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
伊
豆
の
湯

ケ
島
は
山
桜
の
木
の
多
い
所
で
、
花

の
時
期
に
は
毎
年
そ
こ
へ
出
か
け
て

行
き
ま
し
た
。
こ
の
歌
は
そ
の
湯
ケ

島
温
泉
（
湯
本
館
）
で
の
作
と
な
つ

皿国国国皿皿皿

渡
　
邊
　
邦
　
彦

て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
歌
に
つ
い
て
述
べ
て

み
ま
し
ょ
う
。
「
う
ぐ
ひ
」
は
「
は
え
」

の
こ
と
で
す
。
「
う
ろ
く
づ
」
は
「
魚
」

と
解
さ
れ
ま
す
。
『
渓
流
の
瀬
々
を
走

る
よ
う
に
し
て
泳
い
で
い
る
や
ま
め

や
は
え
等
の
魚
た
ち
も
美
し
く
見
え

る
春
。
こ
の
頃
に
咲
く
山
桜
も
何
と

う
つ
く
し
い
こ
と
よ
』
と
山
桜
を
讃

美
し
た
歌
で
す
。
春
の
明
る
さ
美
し

さ
が
絵
の
よ
う
に
浮
ん
で
き
ま
す
。

　
お
そ
ら
く
牧
水
は
こ
の
時
、
故
郷

坪
谷
川
の
瀬
々
で
泳
い
で
い
る
川
魚

や
幼
少
の
頃
、
父
や
母
と
見
た
ふ
る

さ
と
の
山
々
の
山
桜
に
思
い
を
馳
せ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
町
役
場
前
の
歌
碑
に
あ
る
歌

　
う
す
紅
に
葉
は
い
ち
は
や
く
萌
え

　
い
で
て
咲
か
む
と
す
な
り
山
桜
花

も
、
こ
の
湯
ケ
島
温
泉
滞
在
中
の
作

で
す
。
（
第
十
四
歌
集
『
山
桜
の
歌
』

に
所
収
）

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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奨
学
生
募
集

　
平
成
8
年
度
の
奨
学
生
を
募
集
い

た
し
ま
す
。

▽
申
し
込
み
資
格

　
町
内
に
本
籍
を
有
す
る
者
、
ま
た

は
、
町
内
に
引
き
続
き
5
年
以
上
在

住
し
、
現
に
居
住
す
る
者
で
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
及
び
大
学
に
在

学
し
て
い
る
者
．
．
ま
た
こ
れ
か
ら
学

校
に
進
学
す
る
者
．
．

▽
貸
与
申
し
込
み

　
願
書
用
紙
が
、
教
育
委
員
会
事
務

局
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
新

し
く
申
し
込
む
方
も
継
続
し
て
利
用

さ
れ
る
方
も
在
学
証
明
書
を
必
ず
添

え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
貸
与
額
（
予
定
）

　
高
校
生
　
月
額
　
　
］
万
円

　
大
学
生
　
月
額
　
　
二
万
円

▽
申
し
込
み
締
切
日

　
平
成
8
年
4
月
1
8
日
（
木
〉

▽
貸
与
決
定

　
5
月
中
旬
ま
で
に
各
保
護
者
宛
に

通
知
し
ま
す
．
、

※
詳
し
い
こ
と
は
教
育
委
員
会
総
務

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
、

米
穀
小
売
業
登
録
手
続
き

　
　
説
明
会
に
つ
い
て

　
平
成
七
年
十
一
月
一
日
か
ら
新
食

糧
法
が
施
行
さ
れ
米
小
売
業
に
つ
い

て
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
誰

で
も
参
入
で
き
る
登
録
制
に
変
わ
り

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
現
在
米
小
売
を
行
な

っ
て
い
る
人
、
及
び
こ
れ
か
ら
米
小

売
業
を
行
な
い
た
い
人
に
対
す
る
登

録
の
申
請
手
続
き
の
説
明
会
を
次
の

と
お
り
行
な
い
ま
す
。

▽
日
時
　
平
成
8
年
3
月
4
日
（
月
）

　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～

▽
場
所
　
J
A
延
岡
本
店
大
ホ
ー
ル

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
東
臼
杵
農
林
振

興
局
農
島
隠
課

　
雪
0
9
8
2
1
幽
一
6
1
3
4

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
つ
い
て

　
平
成
8
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
の
受
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
会
や
運
動
ク
ラ
ブ
な
ど
五
人
以

上
の
団
体
で
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

加
入
し
て
万
一
の
け
が
や
賠
償
責
任
、

突
然
死
な
ど
の
事
故
に
備
え
ま
し
ょ

う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

（
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
宮
崎
県
支
部

　
費
0
9
8
5
1
㈹
1
5
6
3
3

※
申
し
込
み
用
紙
は
、
教
育
委
員
会

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

春
季
全
国

　
　
火
災
予
防
運
動

　
　
　
　
　
　
3
月
－
日
～
7
日

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　
（
平
成
8
年
度
4
月
生
）

募
集
内
容

①
訓
練
科
名
及
び
定
員

　
●
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
科
（
定
員
1
5
名
）

　
●
金
属
加
工
科
（
定
員
1
5
名
）

　
●
住
宅
サ
ー
ビ
ス
科
（
定
員
1
5
名
）

　
●
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科
（
定
員
1
5
名
）

②
訓
練
期
間
　
　
全
科
6
ケ
月
間

③
入
所
資
格
　
　
6
5
歳
未
満
の
雇
用

　
保
険
受
給
資
格
者
等

④
応
募
締
切
日
　
3
月
8
日
爾
ま
で

⑤
面
接
選
考
日
　
3
月
1
3
日
困

⑥
入
　
所
　
日
　
4
月
3
日
掬

⑦
特
　
　
　
典
　
訓
練
修
了
ま
で
雇

　
用
保
険
の
給
付
延
長

※
何
か
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
延
岡
（
君
0

9
8
2
1
3
7
－
0
6
7
5
）
又
は
、

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．
．

最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

　
最
低
賃
金
を
決
め
る
制
度
は
、
最

低
賃
金
法
に
基
づ
き
、
国
が
賃
金
の

最
低
限
度
を
決
定
し
、
使
用
者
は
そ

の
最
低
賃
金
以
上
の
賃
金
を
労
働
者

に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
制
度
で
す
。
現
在
の
宮
崎
県
最
低

賃
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
日
　
額
　
　
四
、
四
二
六
円

　
時
間
額
　
　
　
五
五
四
円

※
最
低
賃
金
は
全
て
の
人
に
適
用
さ

れ
る
と
は
限
ら
ず
、
地
域
別
、
産
業

別
、
又
は
労
働
能
力
等
に
応
じ
て
違

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
宮
崎
労
働
基
準
局
賃
金
課
・
電
話

0
9
8
5
一
⑳
1
2
2
0
5
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会

　
委
員
選
挙
人
名
簿

　
　
　
　
　
縦
覧
受
付

▽
期
間

▽
時
間

▽
場
所

2
月
2
3
日
（
金
）
～
3
月
8
日
（
金
）

午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5

時
ま
で
（
土
日
含
む
）

役
場
総
務
課
内
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局

今
月
の
古
紙
回
収
日

▽
日
時
　
3
月
1
7
日
目
日
）
9
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
羽
坂
不
燃
物
処
理
場

行
　
政
　
相
　
談

▽
日
時
　
3
月
2
1
日
（
木
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
二
階
会
議
室

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
3
月
1
9
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
　
今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
随
時

　　

@　

@　

@
箸
急

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．
、

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
2
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
）

◎
迫
野
内
の
持
田
ス
エ
ノ
さ
ん
か
ら

（
今
朝
彌
さ
ん
・
8
1
歳
ご
逝
去
）

◎
福
瀬
の
長
渡
教
男
さ
ん
か
ら

（
茂
↓
さ
ん
・
9
2
歳
ご
逝
去
）

◎
福
塩
の
川
越
美
枝
子
さ
ん
か
ら

（
ピ
サ
ヱ
さ
ん
・
7
7
歳
ご
逝
去
）

◎
仲
深
の
黒
田
敏
彦
さ
ん
か
ら

（
重
行
さ
ん
・
6
8
歳
ご
逝
去
）

◎
越
表
の
河
野
ピ
サ
子
さ
ん
か
ら

（
益
夫
さ
ん
・
5
8
歳
ご
逝
去
）

般
　
寄
　
付

　
田
野
の
黒
木
甚
市
さ
ん
、
羽
坂
の

植
田
イ
セ
さ
ん
、
坪
谷
の
三
浦
ヤ
ス

さ
ん
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
快
気
祝
と
し

て
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
善
意
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
　
．
．

●

　
　
二
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

黒
木
丁
丁

寺
原
も
も

黒
木
美
優

寺
原
美
奈
子

三
浦
正
子

金
丸
勝
人

赤
㌃
窃
氏
名

喜
弘 一

生

秀
明

孝
治

辰
己

初
己
舞
茗

田
　
野

坪
谷

雨
間

鶴
野
内

鶴
野
内
福
瀬

住
所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

黒
田
重
行

長
渡
茂
　
一

氏
名

68

ﾎ

92

ﾎ
年
齢

仲
瀬

福
瀬

住
所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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